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平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
の
14
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
10
件
、
条
例
廃
止
１
件
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
13
件
、
平
成
29

年
度
当
初
予
算
17
件
、「
第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
」
な
ど
、
44
議
案
が
提
出
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

可決を
前年度比

7.7％増

地方交付税
34億 3,328万円

37.38％

民生費
25億 3,627万円

27.61％

町税
16億 7,815万円

18.27％

町債
9億 8,649万円

10.74％

諸収入
7億 4,966万円

8.16％

国庫支出金
5億 8,450万円

6.36％

町税内訳
固定資産税　7億 7,881万円
町民税　　　7億　 325万円
町たばこ税　　　9,710万円
軽自動車税　　　5,499万円
入湯税　　　　　4,350万円

繰入金
4億 5,783万円

4.98％

繰入金
4億 5,783万円

4.98％

県支出金
4億 2,256万円

4.60％

県支出金
4億 2,256万円

4.60％

歳 入
91億8,446万円

歳 出
91億8,446万円

衛生費
15億 6,258万円

17.01％
総務費

12億 1,651万円
13.25％

公債費
10億 7,308万円

11.68％

教育費
10億 2,995万円

11.21％

土木費
9億 7,840万円

10.65％

繰越金
2億 6,914万円

2.93％ ●

●　分担金及び負担金
1億 5,620万円

1.70％
●　使用料及び手数料

1億 592万円
1.15％

地方消費税交付金
2億 2,913万円

2.49％ ●

●　地方譲与金
5,564万円
0.61％

●　寄付金
2,000万円
0.22％

●　その他
3,598万円
0.39％

金額：万円未満は四捨五入

農林水産業費
3億 3,037万円

3.60％ ●

諸支出金
1億 5,418万円

1.68％ ●

●　商工費
1億 3,893万円

1.51％ ●　消防費
8,485万円
0.92％

●　議会費
7,735万円
0.84％

いちかわみさと議会だより3

91 8,446億 万円
●特別会計 （61億4,735万円）を含めた
　　　　　　　　総額（153億3,181万円）の状況

平成2９年度一般会計当初予算平成2９年度一般会計当初予算

新施設整備事業　　　　　　　　　 2億 9,497万円
じどうかん学童クラブ仮施設設置事業 1,617万円
日向山１号線・２号線改良事業 1,400万円
町長選挙事業　　　 1,251万円
障害者自立支援拠点整備事業　 1,200万円
岩間御幸道路５号線拡幅事業　 1,042万円
水道施設整備計画基礎調査事業　 647万円
自治体情報セキュリティ強化対策事業　 492万円
三帳集会所修繕事業　　　　　　　 456万円
防災備蓄倉庫設置事業　　　　　　　　　 431万円
土木整備資材倉庫新設事業 431万円
防災カメラシステム更新事業 389万円
空き家等対策事業 352万円
総合グラウンドトイレ下水道切替事業 301万円
下大鳥居ほ場内水量検討基本設計事業 300万円
桃林橋団地空家解体事業 263万円

峡南医療センター負担金 2億 7,566万円
町道矢作上野線新設改良事業 1億 7,244万円
つむぎの湯・いきいきセンター事業 8,729万円
新園舎整備事業 6,912万円
子育て支援医療費助成事業 6,855万円
小中学校少人数学級の推進事業 4,415万円
町道篭鼻川浦線新設改良事業 3,869万円
放課後児童健全育成事業 3,533万円
長寿・医療費給付金事業 3,056万円
県営中山間地域総合整備事業 3,000万円
民間外国語指導者設置事業 2,566万円
ニードスポーツセンター事業 2,526万円
県単土地改良事業 1,870万円
配食サービス事業 1,135万円
ふるさと納税特産品贈呈事業 1,057万円
若者定住促進住宅補助金事業 800万円

主な継続事業主な新規事業 予算額予算額

会　　計　　名 平成 29 年度予算額・構成比 平成 28 年度予算 前年度比（金額・増減率）

一　般　会　計 91 億 8,446 万円 59.90% 85 億 2,781 万円 6億 5,665 万円 7.70%

国民健康保険【事業勘定】 23 億 7,506 万円 15.49% 24 億 2,788 万円 △ 5,282 万円 △ 2.18%

国民健康保険
　　　　【直営診療施設勘定】

7,711 万円 0.50% 7,706 万円 5万円 0.06%

介護保険 20 億 7,466 万円 13.53% 20 億 5,396 万円 2,071 万円 1.01%

訪問看護ステーション西八代 3,264 万円 0.21% 2,931 万円 333 万円 11.35%

簡易水道事業 2 億 4,648 万円 1.61% 3 億 3,771 万円 △ 9,123 万円 △ 27.01%

公共下水道事業 9 億 9,304 万円 6.48% 9 億 9,990 万円 △　686 万円 △ 0.69%

農業集落排水事業 3,557 万円 0.23% 3,414 万円 　143 万円 4.17%

温泉事業 3,719 万円 0.24% 5,873 万円 △ 2,154 万円 △ 36.67%

歌舞伎文化公園管理 2,308 万円 0.15% 2,554 万円 △　246 万円 △ 9.64%

後期高齢者医療 2 億 2,673 万円 1.48% 2 億 1,803 万円 　870万円 3.99%

その他 2,579 万円 0.18% 2,206 万円 373 万円 16.90%

特別会計合計 61 億 4,735 万円 40.10% 62 億 8,433 万円 △ 1億 3,698 万円 △ 2.18%

合　　　　　計 153 億 3,181 万円 100% 148 億 1,213 万円 ５億1,967 万円 3.51%

特

別

会

計
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規
約
の
変
更

● 
峡
南
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

　

介
護
保
険
に
お
け
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
指
導
事

務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
伴
い
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

　
　

条
例
の
改
正

　
● 

行
政
組
織
条
例
等
中
改
正

　

企
画
防
災
課
を
企
画
課
に
改
め
、
防
災
課
と
施
設
建
設
課
を
加
え
る
。

　

防　

災　

課
・
・
・
地
域
防
災
防
犯
に
関
す
る
こ
と
。

　

施
設
建
設
課
・
・
・
高
校
再
編
に
伴
う
施
設
建
設
に
関
す
る
こ
と
。

● 

職
員
定
数
条
例
中
改
正

　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
に
派
遣
し
て
い
る
職
員
の
数
を
職
員
定
数

に
加
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
。

● 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
勤
務
時
間
、
休

　

暇
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　

職
員
の
育
児
支
援
・
介
護
支
援
に
係
る
関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
中
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
伴
い
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
情
報
連
携
を
可
能
と
す
る
も
の
。

● 

税
条
例
等
中
改
正

　

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
を
２
年
間
延
長
す
る
も
の
。

● 

ひ
と
り
親
家
族
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
文
を
整
備
改
正
す
る
も
の
。

● 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

　

用
者
負
担
額
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　

第
２
階
層
（
町
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
属
す
る
第
２
子
以
降
（
多
子
世
帯
）

の
保
育
料
を
無
料
と
す
る
も
の
。

● 

１
０
０
歳
祝
金
・
年
金
条
例
中
改
正

　

長
寿
医
療
費
給
付
金
が
88
歳
以
上
の
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
お

り
、１
０
０
歳
年
金
の
給
付
金
を
月
３
万
円
を
月
１
万
５
千
円
に
す
る
も
の
。

● 

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
中
改
正

　

老
朽
化
し
て
い
る
「
太
陽
の
家
」
か
ら
元
「
町
営
国
保
診
療
所
医
師
住
宅
」

に
施
設
を
変
更
す
る
も
の
。

● 

議
会
委
員
会
条
例
中
改
正

　

常
任
委
員
会
の
所
管
に
つ
い
て
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

　
　

条
例
の
廃
止

● 

敬
老
祝
金
支
給
条
例
廃
止

　

長
寿
医
療
費
給
付
金
が
88
歳
以
上
の
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
お

り
、
敬
老
祝
金
の
給
付
対
象
者
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
。

 　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）
の
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求

め
る
こ
と

承
認　

全
会
一
致

　

平
成
28
年
度
鳴
沢
川
高
田
地
区
内
水

対
策
ポ
ン
プ
設
備
工
事
（
明
許
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

可
決　

全
会
一
致

平成 28 年度 一般会計補正予算一般会計補正予算（万円未満は四捨五入）

収入支出の補正額は

補正額　△1 億4,229万円
総　額　95億9,322万円

町　　　税　△ 2,216 万円
県 支 出 金　△ 1,032 万円
繰　入　金　△ 1 億円
繰　越　金　△ 1,975 万円
町　　　債　△ 2,900 万円
国庫支出金 2,245 万円
寄　付　金 1,882 万円

収
入
の
お
も
な
内
訳
は

土木費
鳴沢川高田地区内水対策工事費追加 919 万円

 衛生費
峡南医療センター負担金更正 △1,133 万円
簡易水道特別会計繰出金追加 665 万円

 商工費
温泉事業特別会計繰出金追加 808 万円

 総務費
ふるさと納税特産品贈呈事業費委託料追加
 506 万円
退職手当追加 2,457 万円
役場組織機構改革事業費 153 万円

 民生費
国民健康保険特別会計繰出金更正
 △5,290 万円
臨時福祉給付金追加 4,101 万円

　

おもな使いみち

第
一
回
臨
時
会

※繰入金　会計の収支不足を補うために、他の会計や積立金（基金）から充てられる資金。
※繰出金　おもに一般会計から特別会計に対して、不足を補うために支出する。
※更　正　実績などにより経費が少額で済んだ場合、予算を減額すること。

いちかわみさと議会だより5

平
成
29
年

２
月
７
日



　

行
政
組
織
条
例
等
改
正

問　

新
設
さ
れ
る
防
災
課
と
施
設

建
設
課
の
職
員
の
数
は
。

武
田
総
務
課
長　

防
災
課
は
課

長
、
係
長
、
課
員
２
名
。
施
設
建

設
課
は
、
課
長
、
係
長
３
名
。
新

し
く
企
画
課
ふ
る
さ
と
納
税
係

に
、
係
長
、
課
員
を
予
定
し
て
い

る
。

　

若
者
定
住
促
進
住
宅
事
業

問　

本
年
度
の
申
請
は
何
件
か
。

一
瀬
企
画
防
災
課
長　

現
在
ま
で

30
件
の
申
込
み
が
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈
呈

問　

返
礼
品
は
現
在
何
品
目
あ
る

の
か
。

企
画
防
災
課
長　

52
品
目
あ
り
、

納
税
者
が
指
定
し
て
い
る
。
現
在

ま
で
１
０
０
万
円
の
寄
付
が
２
件

あ
り
、
１
件
は
返
礼
品
辞
退
。
１

件
は
神
明
の
花
火
に
使
用
さ
せ
て

頂
い
た
。

　

安
全
安
心
対
策
事
業

問　

街
灯
設
置
費
補
助
金
の
実
績

は
。
何
基
か
。

企
画
防
災
課
長　

72
地
区
４
３
６

基
。
約
８
３
０
万
円
で
あ
る
。

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
委
託
料

問　

実
績
は
。

企
画
防
災
課
長　

４
回
開
催
し
、

14
組
の
実
績
が
あ
っ
た
。

　

教
育
費
新
施
設
整
備
費

問　

予
定
地
は
中
心
部
よ
り
遠
く

気
軽
に
い
け
る
場
所
で
は
な
い
。

再
考
す
る
考
え
は
。

町
長　

新
施
設
は
、
５
，
０
０
０

㎡
以
上
の
面
積
が
必
要
で
あ
り
、

現
施
設
周
辺
に
は
見
合
う
用
地
が

な
い
。

　

新
し
い
高
校
は
県
下
最
大
規
模

で
あ
り
、
現
在
地
に
残
す
た
め
必

要
な
用
地
を
提
供
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
色
々
な
こ
と
が
可
能
か

ど
う
か
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

く
。

１
０
０
歳
祝
金
・
年
金
条
例
中
改
正

問　

１
０
０
歳
年
金
の
28
年
度
支

給
対
象
者
は
。

一
瀬
福
祉
支
援
課
長　

28
年
度
３

月
末
ま
で
12
人
、
３
９
９
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。
29
年
度
は
13
人
、

満
額
で
な
い
方
44
ヶ
月
分
を
予
定

し
て
い
る
。

つ
む
ぎ
の
湯
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
費

問　

28
年
度
利
用
実
績
数
は
。

内
藤
い
き
い
き
健
康
課
長　

２
月

時
点
の
実
績
数
は
、
６
万
５
，
５

３
９
名
。
27
年
度
６
万
９
，
４
４

９
名
で
あ
る
。

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
負
担
金

問　

負
担
金
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

１
億
６
，

２
３
３
万
３
千
円
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　

現
在
の
滞
納
状
況
は
。

武
田
町
民
課
長　

未
納
金
は
１
億

１
，
０
２
７
万
２
，
４
４
７
円
。

徴
収
率
は
68
％
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問　

現
在
、
特
別
介
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
数
は
。

福
祉
支
援
課
長　

自
宅
待
機
者
数

は
１
３
９
名
で
あ
る
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託

問　

何
件
の
応
募
が
あ
り
、
委
託

先
は
。

福
祉
支
援
課
長　

３
社
の
応
募
が

あ
り
、
提
案
型
審
査
に
よ
り
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
こ
こ
ね
会
ぽ
こ
あ
ぽ
こ
」

に
決
定
し
た
。

平成29年５月１日発行　第47号 6

総 

務 

教 

育

開催日
3/6

厚 

生 

常 

任

開催日
3/８

いちかわみさと議会だより7

簡
易
水
道
特
別
会
計

問　

現
在
の
簡
易
水
道
会
計
の
借

入
額
は
。

海
沼
生
活
環
境
課
長　

15
億
４
，

７
６
７
万
円
で
あ
る
。
早
急
に
審

議
会
を
開
催
し
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

と
並
行
し
上
水
道
料
金
も
含
め
検

討
し
て
頂
く
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用
推
進
費

問　

廃
止
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

生
活
環
境
課
長　

29
年
度
は
当
初

予
算
内
で
行
い
、
30
年
度
は
一
定

の
成
果
を
上
げ
た
と
考
え
計
上
し

な
い
方
向
で
い
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲

問　

実
績
及
び
確
認
方
法
は
。

丹
沢
農
林
課
長　

猪
40
頭
、
鹿
48

頭
、
猿
２
頭
で
あ
り
、
捕
獲
ナ
ン

バ
ー
と
日
付
の
写
真
を
提
出
し
て

頂
い
て
い
る
。

橋
梁
点
検
業
務
委
託
料

問　

点
検
済
み
の
箇
所
数
と
残
り

の
数
、
危
険
性
の
あ
る
橋
梁
数
は
。

塩
沢
土
木
整
備
課
長　

35
橋
点
検

済
。
全
体
で
５
ｍ
未
満
が
99
橋
。

５
ｍ
以
上
が
１
２
０
橋
で
進
捗
率

は
83
％
で
あ
る
。
緊
急
を
要
す
る

も
の
で
修
繕
済
は
、
26
年
度
４
ヶ

所
、
27
年
度
２
ヶ
所
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
費

問　

篭
鼻
川
浦
線
で
用
地
購
入

費
、
建
物
補
償
費
を
計
上
し
て
あ

る
が
、
進
捗
が
見
込
め
る
状
況
な

の
か
。

保
坂
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

今

ま
で
交
渉
に
苦
慮
し
た
と
こ
ろ
も

用
地
測
量
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
歩
前
進
と
捉
え
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
く
。
計
画
延
長
９
３

３
ｍ
、
う
ち
整
備
済
７
０
０
ｍ
で

進
捗
率
75
％
と
な
る
。

土 

木 

環 

境

開催日
3/10

常任委員会常任委員会

《モニター通信より》《モニター通信より》

●表紙にて出初式を盛り上げる裏方側に目線を向けた写真、とても良いと思います。

●出初式シリーズで、つづけて見たいです。

●読み易く説明されています。ポイントの花で一面が明るく見えます。

●項目による文字の使い分けで、見易い画面になっている。文字の大きさも見やす

　くて良い。

●常任委員会の質疑等が分かりやすく説明してあり良いと思います。

●行ごとに色分けしているので、細かい字を読むのが助かりました。

●改正された条例の説明を詳しく掲載されたい。

●組合議会報告で、報告者の写真を掲載したらどうか。

第 46 号についてモニターの皆様からいただいた主なご意見です。

報告報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します
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組合議会の報告組合議会の報告

12
月
定
例
会　

12
月
28
日　

　

提
出
案
件
は
、
平
成
28
年
度
中
巨
摩
地
区
広

域
事
務
組
合
一
般
会
計
予
算
（
第
２
号
）、
ご
み

処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
勤

労
青
年
セ
ン
タ
ー
事
業
別
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
の
３
案
件
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
17
万
円
を
職
員

手
当
と
需
用
費
に
追
加
。

　

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
88
万
５
千
円
は
、
管
理
研
修
棟
給
水
管
理
施

設
工
事
に
伴
う
工
事
請
負
費
の
追
加
。

　

ご
み
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
３

８
７
万
２
千
円
を
追
加
、
人
件
費
と
、
ご
み
ク

レ
ー
ン
法
定
点
検
等
の
委
託
料
で
す
。

（
報
告
者　

内
田　

利
明
）

　

 　

第
１
回
定
例
会　

２
月
27
日　

　

提
出
案
件
は
２
件
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。

　

平
成
28
年
度
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
病
院
事
業
収
益
を
、

１
，
２
２
５
万
４
千
円
減
額
は
、
交
付
税
確
定

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

病
院
事
業
資
本
的
収
入
及
び
支
出
を
３
，
５

９
３
万
円
減
額
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
資
本
的
収
入
及
び
支

出
を
57
万
４
千
円
の
減
額
は
、
事
業
費
確
定
に

よ
る
も
の
で
す
。

（
報
告
者  
松
野　

清
貴
）

 　

 

第
１
回
定
例
会　

２
月
17
日　

　

提
出
案
件
は
、
条
例
の
一
部
改
正
と
、
平
成

28
年
度
補
正
予
算
２
件
、
平
成
29
年
度
当
初
予

算
２
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
。

　

平
成
29
年
度
予
算
の
内
、
歳
出
で
は
保
険
給

付
費
は
９
８
８
億
８
，
９
２
６
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
20
億
３
，
８
７
７
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。増
額
の
主
な
要
因
は
、被
保
険
者
数
が
２
，

７
０
０
人
程
度
増
加
す
る
見
込
み
と
、
医
療
費

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

（
報
告
者　

内
藤　

優
）

中
巨
摩
地
区

　
　

広
域
事
務
組
合　

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

企
業
団　

山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会　

問　

施
設
利
用
者
に
ど
こ
の
施

設
を
提
供
す
る
の
か
。

町
長　

町
民
会
館
の
利
用
は
、

地
区
公
民
館
等
へ
の
振
り
替
え

利
用
を
計
画
。

　

町
立
図
書
館
は
、
三
珠
・
六

郷
分
館
の
利
用
を
考
え
て
い

る
。

　

体
育
館
は
、
町
内
小
中
学
校

施
設
の
利
用
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

富
士
見
保
育
所
敷
地
内
に

あ
る
学
童
保
育
所
は
、
移
転
し

て
も
使
用
は
可
能
か
。

町
長　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
施
設
を
継
続
利
用
す
る
予

定
で
あ
る
。

問　

現
在
町
民
会
館
に
あ
る
、

市
川
大
門
地
区
の
じ
ど
う
か
ん

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
（
仮
称
）
町
立
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
町
立
図
書
館
建

設
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い

る
が
、
状
況
に
お
い
て
は
、
他

の
候
補
地
も
検
討
す
る
。

問　

中
央
通
り
の
一
方
通
行
の

解
除
と
中
心
街
振
興
策
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

一
方
通
行
の
解
除
は
、

商
店
街
・
商
工
会
と
連
携
し
活

性
化
の
検
討
会
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
。

　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
、
懇
談

会
等
の
意
見
も
取
り
入
れ
、
町

の
総
合
的
な
課
題
と
し
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

年
末
年
始
に
お
け
る
、
可

燃
物
収
集
の
改
善
を
。

町
長　

特
別
収
集
日
を
設
け
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

問　

和
紙
活
用
の
Ｐ
Ｒ
と
、
和

紙
を
使
っ
た
写
真
、
絵
画
、
人

形
な
ど
芸
術
展
へ
の
援
助
策
の

推
進
は
。

町
長　

地
域
産
業
資
源
活
用
事

業
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

いちかわみさと議会だより9

一
般
質
問 一 瀬 　正 議員

――工事中は
　　　他の既存施設を活用――

市川大門町民会館・図書館
・体育館の移設に伴う対応は

市川大門地区じどうかん
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④
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
料
金

改
定
さ
れ
た
年
度
と
、
基
本

料
金
の
推
移
は
。

⑤
今
後
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

問　

水
道
事
業
の
次
の
５
点
に

つ
い
て

①
水
道
料
金
の
見
直
し
改
定

は
。

②
審
議
会
の
構
成
、
開
催
数
は
。

③
審
議
会
で
の
検
討
項
目
と
答

申
内
容
は
。

町
長

①
現
状
の
把
握
、
長
寿
命
化
対

策
、
耐
震
化
対
策
、
経
営
戦

略
な
ど
を
見
据
え
、
財
政
状

況
や
受
益
者
負
担
を
勘
案

し
、
料
金
改
定
を
目
指
し
て

い
く
。

②
町
議
会
議
員
、
受
益
者
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
し
合

併
後
、
延
べ
22
回
開
催
し
て

い
る
。

③
上
水
道
の
整
備
を
推
進
し
、

事
業
会
計
の
健
全
な
財
政
運

営
を
図
る
た
め
、
２
度
の
料

金
改
定
を
行
っ
た
。

　

簡
易
水
道
と
の
料
金
統
一
、

上
水
道
事
業
の
統
合
を
検
討

し
た
が
、
地
域
性
や
社
会
経

済
の
情
勢
を
鑑
み
料
金
改
定

を
見
送
っ
た
。

④
平
成
26
年
の
消
費
税
改
定
に

伴
い
現
料
金
に
改
定
し
た
。

平
均
水
量
を
25
㎥
と
仮
定
し

た
場
合
の
８
簡
易
水
道
料
金

は
、
５
４
０
円
か
ら
２
，
４

５
０
円
。
上
水
道
料
金
は
２
，

８
０
０
円
で
あ
る
。

⑤
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
、

29
年
度
よ
り
進
め
て
い
く
。

問　

大
災
害
に
備
え
た
下
水
道

の
在
り
方
を
再
認
識
し
て
は
。

町
長　

自
宅
敷
地
内
の
配
管

や
、
維
持
・
管
理
・
補
修
に
対

す
る
周
知
な
ど
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
用
い
、
説
明
会
も

し
く
は
各
戸
へ
訪
問
説
明
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
広
報
な

ど
で
周
知
も
行
っ
て
い
く
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

町
下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画

に
基
づ
き
事
業
を
進
め
て
い

く
。
現
在
、
管
渠
の
耐
震
化
、

浮
上
抑
制
対
策
を
メ
イ
ン
に
工

事
を
進
め
て
い
る
。

一
般
質
問

水
道
事
業
の
現
状
は

高
尾　
　

貫 

議
員

―
―

厳
し
い
現
状
下
に
あ
り
、

　
　
　
　

早
急
に
審
議
会
を
開
催
す
る―

―

か
ん
き
ょ

中央簡易水道楠甫配水池

いちかわみさと議会だより11

問　

峡
南
北
部
高
校
再
編
に
伴

う
町
施
設
移
転
・
建
設
に
関
す

る
費
用
試
算
は
ど
う
か
。

町
長 

現
時
点
で
の
用
地
代
・

設
計
費
を
含
む
試
算
で
は
、
新

保
育
所
の
事
業
費
は
約
８
億

円
、
図
書
館
を
併
設
し
た
（
仮

称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
約

16
億
円
、
体
育
館
が
約
13
億
円

で
あ
り
、
合
計
約
37
億
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

問　

財
源
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長　

主
に
合
併
特
例
債
で
の

対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

＊
合
併
特
例
債
の
発
行
可

能
枠
と
発
行
済
額
は
。

町
長　

発
行
可
能
枠
は
82
億

８
，
８
２
０
万
円
で
あ
る
。
平

成
28
年
度
末
で
の
発
行
額
は
37

億
８
，
９
５
０
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

問　

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
が

年
々
減
額
さ
れ
る
が
、
今
後
の

推
移
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
か
。

町
長　

町
合
併
か
ら
10
年
間

は
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
ご
と

に
算
定
さ
れ
る
普
通
交
付
税
額

の
水
準
が
確
保
さ
れ
る
。

　

平
成
27
年
度
で
は
、
合
併
後

の
新
町
の
状
態
で
算
定
し
た
額

と
の
差
が
７
億
２
，
４
６
８
万

４
千
円
で
あ
り
、
こ
の
額
が
合

併
後
10
年
間
は
加
算
さ
れ
て
き

た
。

　

平
成
28
年
度
以
降
は
、
加
算

額
が
５
年
間
年
々
減
額
さ
れ
、

６
年
目
（
平
成
33
年
度
）
に
ゼ

ロ
と
な
る
。

問　

県
か
ら
の
支
援
へ
の
要
請

活
動
の
状
況
は
。

町
長 
再
編
高
校
の
現
在
地
へ

の
誘
致
を
最
重
要
課
題
と
し
て

取
組
み
、
面
積
確
保
の
必
要
性

か
ら
近
隣
町
有
地
を
県
に
提
供

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

三
郡
橋
東
詰
か
ら
三
郡
東
橋

東
交
差
点
間
の
県
道
拡
幅
な
ど

を
含
め
、
県
か
ら
の
支
援
へ
の

要
請
を
継
続
し
て
い
る
。

＊
合
併
特
例
債

　

合
併
後
の
新
市
町
村
の
公
共
施

設
建
設
な
ど
の
事
業
に
特
例
的
に

起
債
で
き
る
地
方
債
。
事
業
費
の

95
％
ま
で
充
て
る
こ
と
が
で
き
、

返
済
額
の
７
割
を
国
が
負
担
す
る
。

発
行
期
限
は
合
併
か
ら
15
年
。

一
般
質
問

笠井　雄一 議員

――約 37億円と見込み、
　　　合併特例債での対応を予定する――

高校再編に伴う町新施設建設の
財源対応は

移転が予定されている町施設



平成29年５月１日発行　第47号 12

問　

実
態
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
空
き
家
等
対
策
の
具
体
化

に
向
け
た
対
策
計
画
の
策
定
が

求
め
ら
れ
る
。
今
後
の
取
組
み

予
定
は
。

町
長　

今
年
３
月
末
で
の
第
一

次
実
態
調
査
完
了
後
、
不
動
産

や
建
築
等
の
専
門
家
を
含
め
た

空
き
家
等
対
策
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
対
策
方
針
や
計
画
策
定

に
向
け
協
議
す
る
。

　

今
後
第
二
次
実
態
調
査
と
し

て
、
空
き
家
敷
地
内
に
踏
み
込

ん
だ
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行

い
、
そ
の
成
果
に
基
づ
い
た
具

体
的
対
策
計
画
を
策
定
す
る
。

　

６
月
に
空
き
家
等
対
策
条
例

を
制
定
し
、
取
組
み
方
針
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
確
化
を
図
る

予
定
。

問　

空
き
家
対
策
に
関
す
る

国
・
県
の
市
町
村
に
対
す
る
財

政
支
援
制
度
は
。

町
長　

空
き
家
実
態
調
査
の
事

業
費
に
対
し
、
国
１
／
２
、
県

１
／
４
の
補
助
金
が
あ
る
。

　

町
負
担
分
の
１
／
４
に
対
し

て
は
、
事
業
費
の
一
部
が
特
別

交
付
金
と
し
て
算
入
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
計
画
策
定
、
危
険
空

き
家
除
去
等
費
用
に
つ
い
て
も

特
別
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ

る
。

問　

町
で
の
空
き
家
に
関
連
す

る
現
在
の
助
成
制
度
は
。
ま
た
、

今
後
の
新
た
な
支
援
制
度
の
検

討
予
定
は
あ
る
か
。

町
長　

現
在
、＊「
空
き
家
バ
ン

ク
」
登
録
・
利
用
促
進
事
業
補

助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
は
、
実
態
調
査
結
果
を

受
け
、
実
態
に
即
し
た
効
果
的

な
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

問　

空
き
地
対
策
も
重
要
課
題

で
あ
る
。
空
き
地
を
ど
う
活
用

す
る
か
に
つ
い
て
、「
ま
ち
づ

く
り
」
の
視
点
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長 

全
町
的
な
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

防
火
上
の
観
点
か
ら
も
、
住

宅
密
集
地
で
の
空
間
の
確
保
や

狭
あ
い
道
路
対
策
の
必
要
性
も

あ
る
。
計
画
策
定
に
向
け
取
組

み
た
い
。

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
登
録
・
利
用

促
進
事
業
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
契

約
が
成
立
し
た
案
件
に
対
す
る
保

証
制
度
。

①
改
修
工
事
費
（
１
０
０
万
円
を

上
限
に
費
用
の
１
／
２
）

②
家
財
処
分
費
用
（
上
限
10
万

円
）。

一
般
質
問

空
き
家
対
策
へ
の
今
後
の
取
組
は

丹 

澤  　

孝 

議
員

―
―

対
策
協
議
会
設
立
や
条
例
制
定
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　

対
応
計
画
を
策
定
す
る―

―
問　

第
２
次
総
合
計
画
（
案
）

が
示
さ
れ
た
。
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
、
観
光
の
振
興
で
満

足
度
が
低
調
で
あ
っ
た
。
重
要

度
が
増
し
て
お
り
、
町
の
計
画
・

実
行
に
期
待
し
て
い
る
が
考
え

は
あ
る
か
。

町
長　

大
門
碑
林
公
園
顧
問
の

伊
藤
滋
先
生
を
お
招
き
し
て
拓

本
ツ
ア
ー
な
ど
の
開
催
。

　

今
後
、
職
員
が
視
察
で
得
た

情
報
を
基
に
計
画
・
実
行
に
移

し
て
い
く
。

問　

商
工
会
と
の
連
携
や
観
光

施
設
の
改
善
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

旅
行
会
社
に
対
し
本
町

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

碑
林
公
園
駐
車
場
の
壁
面
に

大
型
案
内
板
を
設
置
し
た
。
引

き
続
き
改
善
・
改
修
を
実
施
し

て
い
く
。

問　

大
門
碑
林
公
園
・
歌
舞
伎

文
化
公
園
の
入
園
・
入
館
料
な

ど
、
障
害
者
や
高
齢
者
へ
の
割

引
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

料
金
に
つ
い
て
は
、
難

し
い
課
題
も
多
い
が
検
討
す

る
。

問　

大
門
碑
林
公
園
と
歌
舞
伎

文
化
公
園
が
近
く
に
あ
り
、
ボ

タ
ン
の
花
、
三
珠
歌
舞
伎
太
鼓

が
あ
る
。
県
内
・
全
国
の
地
方

歌
舞
伎
と
連
携
す
る
な
ど
、
ア

イ
デ
ア
を
活
か
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

大
門
碑
林
公
園
、
み
た

ま
の
湯
や
歌
舞
伎
文
化
を
本
町

の
観
光
資
源
と
し
て
、Ｐ
Ｒ
に

役
立
つ
施
策
を
し
っ
か
り
取
り

組
む
。

佐野　勝也 議員

――満足度向上のための計画を策定し取り組む――

歌舞伎文化公園と大門碑林公園の
現状と今後は

いちかわみさと議会だより13

一
般
質
問

大門碑林公園内の案内板



問　

市
川
高
校
再
編
に
伴
い
、

災
害
時
に
８
９
０
人
の
多
数
の

方
が
避
難
で
き
る
、
町
民
会
館

及
び
町
民
体
育
館
が
９
月
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
る
が
、
対
応

は
。

町
長　

２
施
設
の
避
難
所
、
福

祉
避
難
所
の
代
替
は
、
近
隣
の

市
川
高
校
文
化
創
造
館
、
体
育

館
、
お
よ
び
格
技
場
を
地
域
防

災
計
画
に
指
定
し
て
あ
る
。

　

要
配
慮
者
へ
の
対
応
、
避
難

生
活
の
多
様
な
ケ
ー
ス
や
ニ
ー

ズ
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
運

営
方
法
や
体
制
作
り
の
擁
立
に

鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

問　

避
難
所
、
耐
震
性
貯
水
槽

等
の
変
更
に
つ
い
て
の
、
住
民

説
明
会
は
い
つ
頃
行
う
の
か
。

丹
沢
政
策
推
進
課
長　

２
施
設

の
利
用
者
を
含
め
た
説
明
会
を

３
月
30
日
開
催
予
定
で
、
三
珠
、

六
郷
地
区
の
住
民
に
も
呼
び
か

け
る
。

一
瀬
企
画
防
災
課
長　

貯
水
槽

に
つ
い
て
は
、
本
庁
役
場
駐
車

場
な
ど
、
ま
た
備
蓄
倉
庫
を
本

庁
敷
地
内
に
設
置
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

問　

本
町
は
３
つ
の
断
層
に
囲

ま
れ
て
、
地
震
だ
け
で
な
く
多

様
な
災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
が
、
備
え
の
強
化
、
対
策
は
。

町
長　

気
象
庁
で
出
す
す
べ
て

の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
早
め
、

早
め
に
手
を
打
つ
先
行
型
防
災

に
よ
り
人
命
を
守
る
必
要
を
感

じ
、
４
月
か
ら
防
災
課
を
独
立

化
さ
せ
、
徹
底
し
た
防
災
体
制

を
作
る
。

問　

総
合
戦
略
の
基
本
目
標
で

あ
る
町
内
産
業
の
活
性
化
と
し

て
、
地
域
資
源
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
、
支
援
、
取
り
組
み
は
。

町
長　

農
業
の
６
次
産
業
に
お

い
て
、
大
切
な
こ
と
は
「
品
質

の
安
定
」「
供
給
量
の
確
保
」

で
あ
り
、
本
年
度
関
係
機
関
と

の
調
査
を
終
え
、
来
年
度
か
ら

本
町
に
置
き
換
え
た
取
り
組
み

を
行
う
。

　

特
産
品
事
業
拡
大
お
よ
び
雇

用
促
進
事
業
で
は
、
平
成
28
年

度
は
、
３
３
７
万
円
を
補
助
し

て
き
た
が
、
来
年
度
に
向
け
補

助
金
額
の
見
直
し
を
し
て
い

く
。

　

伝
統
産
業
の
手
す
き
和
紙
、

印
鑑
産
業
等
の
後
継
者
育
成
事

業
も
、
継
承
者
と
し
て
の
経
験

を
積
み
技
術
を
高
め
て
い
け

る
、
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
。

　

県
観
光
部
と
連
携
、
構
想
に

基
づ
い
た
峡
南
地
域
広
域
で

の
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

高
校
再
編
に
伴
う

　

避
難
所
の
確
保
は
宮
崎　

博
巳 

議
員

―
―

隣
接
の
高
校
施
設
を
利
用
し
て
い
く―

―

一
般
質
問

平成29年５月１日発行　第47号 14

　

討　

論

◆
１
０
０
歳
祝
金
・
年
金
条
例
中

　

改
正

◆
敬
老
祝
金
支
給
条
例
廃
止

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算

（
反
対
）  

一
瀬　

正　

議
員

　

１
０
０
歳
以
上
の
人
へ
の
年
金

減
額
、
敬
老
祝
い
金
の
廃
止
、
広

島
平
和
記
念
式
典
参
加
人
数
削
減
、

危
険
な
場
所
へ
の
保
育
園
舎
建
設
、

三
郡
橋
付
近
へ
の
体
育
館
・
町
民

会
館
・
図
書
館
の
建
設
は
、
町
民

の
願
い
に
反
す
る
の
で
反
対
。

（
賛
成
）　

三
神
貞
雄　

議
員

　

高
齢
者
の
福
祉
・
医
療
、
敬
老

の
精
神
は
町
単
独
事
業
が
複
数
あ

り
手
厚
い
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

「
高
齢
者
を
敬
い
尊
び
」
の
基
本
理

念
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　

防
災
対
策
を
十
分
に
行
い
、
安

全
安
心
な
新
園
舎
が
一
日
で
も
早

く
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

賛
成
14　

反
対
１

　

請　

願

◆「
町
民
が
利
用
し
や
す
い
場
所
へ

町
民
会
館
と
図
書
館
の
建
設
を
求

め
る
請
願
」
の
不
採
択
に
つ
い
て

（
反
対
）　

高
尾　

貫　

議
員

　

町
の
活
性
化
を
願
い
、
生
徒
・

学
生
・
全
町
民
が
利
用
し
や
す
い

場
所
へ
建
設
再
考
を
求
め
る
。

　

町
民
・
利
用
者
か
ら
多
く
の
署

名
が
集
め
ら
れ
提
出
。

　

町
民
会
館
は
現
在
地
周
辺
に
、

図
書
館
は
学
校
の
近
く
に
建
設
を

求
め
、「
請
願
の
不
採
択
」
に
反
対
。

条例の一部改正 

行政組織条例等中改正 可決　全会一致

職員定数条例中改正 可決　全会一致

職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する
　条例中改正 可決　全会一致

特定個人情報保護条例中改正 可決　全会一致

税条例等中改正 可決　全会一致

ひとり親家庭医療費助成に関する条例中改正 可決　全会一致

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する
　条例中改正 可決　全会一致

１００歳祝金・年金条例中改正 可決　賛成多数

地域活動支援センター設置及び管理条例中改正 可決　全会一致

議会委員会条例中改正 可決　全会一致

条例の廃止 

敬老祝金支給条例廃止 可決　賛成多数

補正予算(一般会計・特別会計) 
平成28年度一般会計補正予算(第10号)(第11号) 可決　全会一致

平成28年度国民健康保険特別会計補正予算(第5号) 可決　全会一致

平成28年度介護保険特別会計補正予算(第5号) 可決　全会一致

平成28年度介護サービス事業特別会計補正予算(第2号) 可決　全会一致

平成28年度訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算(第3号) 可決　全会一致

平成28年度簡易水道特別会計補正予算(第7号) 可決　全会一致

平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算(第6号) 可決　全会一致

平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算(第1号) 可決　全会一致

平成28年度戸別浄化槽整備推進事業特別会計補正予算(第1号) 可決　全会一致

平成28年度温泉事業特別会計補正予算(第1号) 可決　全会一致

平成28年度歌舞伎文化公園管理特別会計補正予算(第3号) 可決　全会一致

平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第4号) 可決　全会一致

当初予算(一般会計・特別会計)   

平成29年度一般会計予算 可決　賛成多数

平成29年度国民健康保険特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度介護保険特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度介護サービス事業特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度訪問看護ステーション西八代特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度簡易水道特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度公共下水道事業特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度農業集落排水事業特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度戸別浄化槽整備推進事業特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度温泉事業特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度恩賜県有財産保護管理事業特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度市川財産区特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度高田財産区特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度大同財産区特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度歌舞伎文化公園管理特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 可決　全会一致

平成29年度上水道事業会計予算 可決　全会一致

その他議案   

峡南広域行政組合規約の変更 可決　全会一致

第２次総合計画基本構想及び基本計画 可決　全会一致

27鳴沢川高田地区内水対策ポンプ設備工事請負変更契約の締結 可決　全会一致

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

（
反
対
）　

一
瀬　

正　

議
員

　

市
川
大
門
町
民
会
館
は
、
六
郷
・

三
珠
地
区
の
中
央
公
民
館
、
図
書

館
と
同
様
に
、
市
川
地
区
の
公
民

館
と
図
書
館
で
あ
る
。
そ
の
公
民

館
と
図
書
館
が
三
郡
橋
の
近
く
へ

移
設
さ
れ
た
ら
、
お
年
寄
り
や
子

ど
も
は
行
け
な
く
な
る
。
市
川
地

区
中
心
部
へ
町
民
会
館
、
図
書
館

の
建
設
を
求
め
「
請
願
不
採
択
」

に
反
対
。

（
賛
成
）　

松
野
清
貴　

議
員

　

現
在
地
付
近
及
び
市
川
地
区
中

心
部
に
は
、
必
要
と
す
る
面
積
確

保
が
難
し
い
。
一
日
も
早
く
新
施

設
の
建
設
に
着
手
す
る
た
め
現
予

定
地
で
と
考
え
「
請
願
の
不
採
択
」

に
賛
成
。

賛
成
12　

反
対
３

　
　

人　

事

〈
日
向
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

議
会
議
員
〉

　
　

北
村　

晴
一
氏
（
下
芦
川
）

〈
西
日
向
外
三
山
恩
賜
県
有
財
産
保

護
組
合
議
会
議
員
〉

　
　

北
村　

晴
一
氏
（
下
芦
川
）

　
　

有
泉　

正
臣
氏
（
中
山
）

　
　

河
野　
　

誠
氏
（
下
芦
川
）

　
　

渡
邉　

正
明
氏
（
三
帳
）

　
　

石
原　

欣
也
氏
（
高
萩
）

　
　

内
藤　

章
一
氏
（
高
萩
）

　
　

石
原　
　

聖
氏
（
中
山
）

いちかわみさと議会だより15

第１回定例会 (３月３日～16日 )審議結果

議会傍聴におでかけください
次回定例会は６月に予定されています。
　傍聴の定員
　　本会議３０人　　委員会８人
　◆３月定例会の傍聴実績（のべ人数）
　　本会議　４０人　　　委員会　１３人
　◆会議録検索システム利用件数
　　平成２９年１月から３月まで　903件
　◆お問い合わせ
　　　　議会事務局　TEL 055-272-1108



　

中
部
横
断
自
動
車
道
六
郷
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、
３
月
19
日
午
後

３
時
よ
り
供
用
開
始
と
な
り
ま
し

た
。
未
開
通
部
分
も
２
年
後
に
は
、

全
線
開
通
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
季
節
は
卒
業
式
、
入
学
式
、

入
社
な
ど
、希
望
に
満
ち
た
日
々
が
、

慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
き
ま

し
た
。

　

｢

薫
風｣

が
新
緑
の
間
を
吹
き
抜
け

る
心
地
よ
い
風
の
中
、
蛭
ヶ
岳
、
四

尾
連
湖
周
辺
は
、
タ
ラ
の
芽
・
蕗
・

竹
の
子
な
ど
、
山
菜
採
り
が
楽
し
め

る
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
５
月

の
新
緑
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
広
報
特
別
委
員

会
も
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広

報
誌
を
目
指
し
、
引
続
き
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
（
髙
尾 

記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

高　

尾　
　
　

貫

　

副
委
員
長　

佐　

野　

勝　

也

　

委　
　

員　

小　

川　

好　

一

　
　
　
　
　
　

丹　

澤　
　
　

孝

　
　
　
　
　
　

川　

崎　

充　

朗

　
　
　
　
　
　

市　

川　

朝　

嗣
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　F.C テクニカル・スポーツは、クラブ設立以来、今年で 25 年目となり、市川三郷町を中心に市川総合
グラウンドや、市川高校グラウンドを利用して活動しています。
現在、在籍しているクラブ員は、日本サッカー協会に選手登録をしているジュニアチーム（小学生）55
名のほか、ジュニアユースチーム（中学生）11 名、さらに園児も数名入会しています。

他チームとの交流も積極的に行っており、チームで所有
しているバスを利用しながら、練習試合や県外遠征も数
多く実施しています。
私たちは、サッカーを通じて“良い仲間づくり”をチー
ムの一番の目標として日々様々な活動を行っています。
クラブ員も随時募集しておりますので、少しでも興味を
お持ちの方は、練習（毎週月曜、木曜の夜 7時から実施）
の様子を是非見に来てください。

F.C テクニカル
　　　・スポーツ
F.Cテクニカル
　　　・スポーツ
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